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切り捨てや，個別資本の破産が発生するのである。 こうしたイ Y フレ シ
ョY の波及過程の解明を行なうことが概念規定に続いてなされhばならなし伊。


























































量 300と 致していた。ところが紙幣が 100追加投入されると，総計400の紙
第 2図



























































































































うu かれらによれば，インフレーγaンが経済の実体 つ支 h蓄積過程や分配l閑慌に，良レ影響
も悪い影響も本性上与えないのであるJC高須賀義博「現代資本主義とインフレーションJ.岩波
書}古，昭和56年， 85へ ジ〉とU、った批判に十分容えられないのである。

































































































































































































































インフレー シ aンの波及過程について (233) 105 



















































































108 (236) 第 134巻第3..4号
過程を経て，インフν-:ンョンの波及は完了する。そして資本蓄積の限界を突
破L 次の資本主義的発展の前提を築くのである。
このようにインフレーショ γの核心とも言うべき価値収奪機能は，現実の資
本主義的生産様式のもとで展開されると，商品としての生産手段や労働力を一
方的に移転させ，一つの蓄積促進機能に転化する。それは一つの「蓄積」とし
て現象するが，その個別資本の生産した剰余価値の資本への転化に基づかない
独自の蓄積，いわばインフレ的蓄積なのである。これまでに見てきたインフレ
ーションの概念および波及過程の話法則は，ょのインフレ的苦積の基礎になる
法則である。資本主義的生産のもとでの一周具体的な機能形態については，稿
を改め，独自に論ずることにする。
